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次号予告「見る質感の科学とその展開」

巻頭言
さらに奥深い質感の理解を目指して  ‥‥‥‥‥西田眞也

解　説
質感認識の心理・脳神経機構  ‥‥‥‥‥‥‥‥永井岳大
深層ニューラルネットワークを用いた質感の神経情報 
表現の理解にむけて  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥林　隆介

受験デッサンの解析から導く質感の効果的なモデル化 
  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥平諭一郎

コンピューターグラフィックスによるリアルな質感 
  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥岩崎　慶

フォーカス
プロジェクターのハードウェア限界を超える質感表現 
編集技術  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥岩井大輔
食品の視覚的質感  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥松原和也ほか

光学ハイライト
シングルピクセルイメージングに学ぶ光システム開発 

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥仁田功一
ハイブリッド開催 OPJ2021  ‥‥‥‥‥‥‥‥玉田洋介

気になる論文コーナー

今後の特集予定
50巻 9号「カーボンフォトニクス」
50巻 10号「希土類イオン量子・光機能の新展開」 

//編集後記 //

　本特集では，人間の視覚情報でとらえられる三次元物
体の情報を，別の空間に可能な限り忠実に再現して表示
する空間像再生の研究について解説記事をご執筆いただ
きました．
　いわゆる 3Dディスプレイの方法は，かつては単純な
両眼視差方式が主流で，三次元物体の忠実な再生には程
遠いクオリティーのものばかりでした．それを空間像再
生の域にまで高めるべく研究が進展し，現在では光線の
忠実な再生を目指すライトフィールドディスプレイ方式
と，波面の忠実な再生を目指すホログラフィックディス
プレイ方式の 2種類の方法が有望視されています．いず
れの方式もデバイスや解析技術の拡充によりここ数年で
大きな進展を遂げていますが，どちらがどのような応用
分野で有効か，といった部分はいまだ見極められておら
ず，両面からのアプローチが今後もしばらく続くことが
予想されます．
　本特集では，そうした高い頂に向かう 2つの経路から
の歩みを，具体的な事例を用いてわかりやすくご解説い
ただきました．どの解説記事も現状の課題に対してアグ
レッシブな解決を試みた過程が紹介されております．本
特集が，読者の皆様に空間像再生への興味を持っていた
だくきっかけとなり，新たな研究着想の一助となること
を願っております．
　最後になりましたが，ご多忙中にもかかわらず執筆を
ご快諾いただいた著者の皆様方に，この場を借りて心よ
り御礼申し上げます． （須藤，渡辺）

特集関連の原著論文を募集しています
　「光学」では上記テーマの特集を企画しています．これに合わせて，特集テーマに関連のある原著論文を募集
いたします．投稿締切は，当該特集号の発行月の４か月前の 10日とします．
　特集関連の論文については査読作業をより迅速化し，採択となった論文はその特集号の発刊に合わせて掲載す
るようにいたします．特集号を明記のうえご投稿ください．詳しくは「光学」編集局 kogaku@academic-j.co.jp 
にお問い合わせください．
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